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緒 論

(i)1946年沼
田氏 により飯島氏が赤痢患者の粘液"

便の生理的食肇水の浸萬液中に赤痢菌特異の抗膿,

を蛮見 しだ旨の報告があつ)た｡

私は此の飯島氏の創見に もとづき、、結核患者喀

痩中に結核菌特異の抗艦を索めて、各種結核菌々

燧成分により、抗禮 を槍索してゐる中に、1943年
(2)(3)

野付氏が嚢表 した結核菌の5%石 炭酸加生理的食

盤水の煮沸浸出液抗原と、結核憲者喀疲の生理的

食盤水の浸萬液が、室濫に於いて短時聞に著明な

白濁を生 じ、健康者喀疫のそれ とは少しも反慮 し

な埜事を螢見 した｡初 め私は此の現象 を抗原抗燈

反態と思ひ、其の特異性を槍すべ く、結核菌以外

の各種細菌抗原を用V・た所、皆同様の結果 を見た

一ので、試みに5%石 炭酸加生理的食盤水のみを使

用 した所、術同様の結果 を得たので、抗原抗膿反

癒ではなく膠質化學的反鷹である事が判明 した｡

期 後結核賭50名 蹴 き當反鷹を試みた夙
喀湊中の結核菌の有無に關係のある事が判 明↓ 一

た｡拶
　　　

私は未だ此の様な現象の報告を見て居なVNo依

つて此所に新知見として報告する｡

引かないで、生理的食塵水を加 ＼る事は絶到に避

けねばならないQ

反 鷹 術 式

1)試 験自勺7國濁芝愛懸

凝集反慮用小試験管に喀痩浸 出 液O.5ccを 取

i」、此熊6%砥 酸水継 厩cを カロ5海 照

として他の試験管に浸出液O.5coと 生理的 食塵

水を等量加へ、 数同輕 く振鐙 し、 シ分間室 濃 に
　

放置後の成積 を譲む｡反 鷹陽挫ならぼ著 明な白濁

を認む◎當反鷹陽性な らば爽の定量的 反鷹 に移

る｡

2)定 量白勺溜濁反懸

凝集反懸用小試験管を2列 に7本 立て其の第1

管を除き、他の試験管全部に生理的食塵水1.Occ一
な

つ つ加へ る｡次 に喀湊 浸証1液を2・Occ取 り、第1

管 に1・Occ7mへ 、第2管 に も同様1こ1.Occ加 へ 、

順次倍数稀澤 して行 き、最 後の試験 管か らは1.Occ

を取 つて捨てる◎そ して第1列 には6%石 炭 酸水

溶液 を1・Occつ つ 加へ 、第2列 に に封 照鋼 と して

生理的食肇水 を1:0ccつ つ加 全、輕 く数 同振 邊 し

て室温 に5分 間放 置後の結果 を譲 む｡

勃 定 法
喀痩の生理的食璽水浸出液の製法

の
べ トリー皿に取らした早朝時の患者喀疫にメス

ピベッ トで1ccの 生理的食鰹水 を 加へ喀湊6粘

稠度を稀澤 して、此れ を目盛 を附 した試験管に移

し、先に加へた生理的食盤水量を差引いた塘疲量

の2倍 の生理的食1謹水を加へ、10分 間 室 温に於

いて充分に麗搾 し、40σ0同 廻簿20分 聞 遠心沈

降器に懸け、其¢上清 を使用する｡

(注意〕

此の際喀湊中に混 じた唾液量 を総喀痩量から差

反懸陽性の場合は樹照 と比較する時 、'明 らか な

白濁 を認 め得 るが、陰/生の場合には 生 じない｡私

は陽 性の規準 を次の如 くに して居る｡即 ち健 康人

血清 を1・Occつ つ10名 分 を集め此れ を室湿 にて

混合 し、其のO・2ccに 生 理的食盤 水48ccを 加 へ

25倍 稀 澤液 を作る｡藤

此れ を倍数 稀繹 して50倍 、100借 、200縫 、4

00倍800倍 の 各 稀繹液 を作 り、其 の各 々の1、Occ

に6%石 炭 酸7k溶 液1.0ccつ つ 加へ 、輕 く振 燈

して5分 後の反懸 を次の如 くに規定す る"
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恥 倍 稀 羅 入血 清(鼎)

50倍 稀 繹 人 血 溝(欝)

ユ00倍 稀 繹 入 血 清(十 トウ

200倍 稀 繹 入 血 溝(+)

400倍 稀 縄 入 血 清di・(±)

800倍 稀繹 入 血 清(S) .

t lpm(SはSpurの 略)

禰 し て 溺 濁 反 鷹 と も比 較 して(冊)、(一 欝).(嘉)・

(十)・(±)・(S)と す る｡

融 結核菌 との關係

■・ 「 稀 縄 度 、248、63264

例 ＼ ＼

Al柵 一 斗← 十 ±S一
ヨ

Bl柵 ±s

A若 しくはBの 如 き結果の喀痩16例 を鏡槍 し

た所、16傍 共に結核菌を認め得た｡

2・ ＼ 稀 縄 度ix248163264

例 恥＼}

C十 ±S-一 一 一

此の様な喀湊10例 に就 き鏡瞼した灰4例 は菌
(6>(7)(8)

を詮 明 し、更 にボル デー ジヤ ニグ氏培地 と岡片倉
ての ず

氏培地に培養 した所他の6例 共に結核菌 を認め得

EF例 ぼ鏡槍培養成績共に結核菌は認められな

かつた｡以 上の結果を要約すればA、B、C例 の

場合には其の全部に結核菌を誰明し得、D例 には

結核を認められる時と、認められない場合 とがあ

り、E、F例 の場合・には全然結核菌は認め られな

かつたe次 に群馬縣数員保養所結核患者50例 に

就 き調査した喪を上げる｡ .・

0

3

た

駒 稀総 一48-64i.

D士s-一 一 一 一

D鋼11例 に就き鏡見した所2例 に結核菌を認

め培養 した所更に3例 に結核菌を認め得た｡

4.

勧 轡 肇 一4日3264
E 8

Fl-一

考 撲

以上の結果か ら次の事が想定される｡當 反懸は

未だ原因は不明ではあるが、結骸菌 々髄成分との

特異的な反慮ではない｡而 して培養試験より更に

鏡敏なるが故に、肺緒核患者が菌 を腔外に排泄し

て居るか否がの診蜥に役立つ ものと思はれうが、
冤それは今後の更に数多い實験鯛と

、動物實験の結

果にまたねばならない｡術 當反雁の本態の研究、

結核以外の肺疾患に封する研究、並に石炭酸以外

の綾衝液による研究は第2報 以降に於いて報告す

るo

欄筆するに當 の、御懇篤なる御指導を恭 くした

細菌學教室山本教授」敬々の助言を頂いた内科學

教室七條教授、絡始研究材料を提供 して頂いた群

馬縣立教員保養所長高聞美士保氏に封 し深甚なる

謝意 を捧げる｡

家 献

1)沼 田;科 學16巻7號,昭 和21年

2)野 村;衛 生學傳染病學雑誌38巻5-7號,昭 和18年
の
3)野 村;結 核18巻1號,昭 和15年

4)横 山;結核患者喀痰婆石炭酸反應2報 未發 表

5)横 山;結 核 患 者 喀痰婆 石 炭 酸 反應2報未發表

6)Miｓhulow;G.of I.D.vol 55.402 1934｡・

7)Miｓhulow;G.of I.D.vol 51.419 1932. ,

8)和 田： 熊 本瞭 學 雑 誌13巻1號,昭 和11年

9)岡 片 倉:結 核18巻,昭 和15年

ユ

PhenolRea¢tio隷

_________一 一_____黛_

24816

　 　 ヲ 　

321'6・t

鏡

"
見

微

所

顯

的

培

所

養

見

ユ

2

3

4

5

帯

帯

帯

+

士

車

S

+

.+

+

s

±

±

±

S

S

S

結 核 菌(+)

〃(+)

〃(十)

〃(十)

〃(一)

結 核 菌(十)

〃(十)

〃(+)

駕
〃(+)

〃(一)

u__一



6

7

8
.9

m

装

蓋

藷

葺

鵡

玲

20

雛

鴛

塾

窮

幻

聡
豹

3・

義

33

滋

36

墓

39
ゐ

箋

豊

題

貯

弼

麹

5・

轟

升

帯

士

惜

+

}

辮

S

S

+

朴

+

耕

瞬

、+

S

±

S

卿

S

+

±

「

±

±

±

±

±

+

±

s

±

+

僻

井

帯

紐

+

一

紐

井

昔

+

+

升

S

升

±

鞠

尋

幅

±

十

±

±

[

s

≠

S

周

S

S

S

S

S

土

8.

s

±

十

+

十

荘

土

噛

昔

+

+

±

士

十

㌘

十

s

唄

十
瀞

S

±

S

十

哨

S

S

S

S

+

±

ナ

+

S

融

+

±

±

S

恥

鶏 聯撫

s

±

[

±

±

s

±

±

s

±

±

土

S

S

噛

S

【

S

s

s

一

一

S

一

S

S

S

噌

、 、

鱒

単

→

鹸

1

一

輔

醤

輔

『

辮 一『

一 ＼

輔

馴

恥

ン

一 一15___

ひ

が

)

¥
ノ

)

)

)

)

)

)

)

)

)

)

)

)

)

)

)

)

)

)

)

ヘ
ノ

)

)

ヘ
ノ

ヘ
ノ
・
)

)

)

)

＼ノ

)

)

)

)

為
ノ

)

ヘ
ノ

)

)

)

)

)

)

)

十

十

嫡

十

十

一

十

噸

}

十

十

十

十

一

一

[

十

「

一

一

一

一

「

一

圃

一

画

ロ

一

一

一

十

}

一

一

十

十

十

十

一

一

十

十

十

輯

(

(

(

(

(

(

(

(

(

(

(

(

(

(

(

(

(

(

(

(

(
、
(

(

(

(

(

.
(

(

(

(

(

(

(

"
(

(

(

(

(

(

(

(

(

(

(

(

●

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

7

〃

〃

グ

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

懸

'

〃

〃

〃

'

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

グ

〃

〃

.

〃

4

〃

ゲ

〃

4

〃

4

4

4

4

〃
、

4

〃

〃

〃

4

4

"

グ

"

"

"

4

"

ク

ク

ク

"

"

〃

亭

.

ず

肇

ω
ω
ω
ω
ω
0
ω
8

ω
ω
ω
ω
O
ω
O
ω
0
8

ω
0
0
G↓
O
O
O
8

ω
G↓
ω
O
O
ω
㈲
ω
ω
ω
ω
0
ω
ω
ω
ω




